
市域を貫くように走る八丁目南北通り
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彦
根
市
・
豊
郷
町
・
甲
良
町
・
多
賀

町
合
併
協
議
会
で
は
、
多
岐
に
わ
た
る

さ
ま
ざ
ま
な
協
定
項
目
に
つ
い
て
協
議

し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
、
こ
れ
ま
で

確
認
さ
れ
た
項
目
の
う
ち
、
住
民
負
担

に
か
か
わ
る
「
使
用
料
、
手
数
料
等
」

に
つ
い
て
、
そ
の
主
な
内
容
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
ほ
か
の
確
認
さ
れ
た
項

目
に
つ
い
て
も
、
今
後
引
き
続
き
お
知

ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
町
合
併
推
進

室
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内
線
４
１
４

番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

地
方
分
権
が
進
む
な
か
で
、

次
の
世
代
に
確
実
に
バ
ト
ン
タ

ッ
チ
を
し
て
い
く
た
め
、
地
方

自
治
を
確
立
す
る
こ
と
や
、
市

町
村
自
ら
の
判
断
と
責
任
で
、

地
域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域

づ
く
り
を
進
め
、
個
性
豊
か
で

活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
を
実

現
し
て
い
く
こ
と
が
、
強
く
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、
市
町
村
を

取
り
巻
く
状
況
は
こ
れ
ま
で
と

比
べ
大
き
く
変
化
を
し
て
き
て

い
ま
す
。﹁
少
子
高
齢
化
の
進

行
﹂、﹁
生
活
圏
の
広
域
化
へ
の

対
応
﹂、﹁
地
方
分
権
の
推
進
﹂、

﹁
財
政
状
況
の
悪
化
﹂
な
ど
、

地
方
自
治
体
が
直
面
し
て
い
る

課
題
は
数
多
く
、
ま
た
多
岐
に

わ
た
っ
て
お
り
、
私
ど
も
彦
根

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
課
題
に
対
処
し
て
い

く
背
景
に
は
、
国
、
地
方
と
も

借
入
金
が
増
加
す
る
と
と
も

に
、
地
方
で
は
国
の
補
助
金
が

削
減
さ
れ
る
方
向
に
あ
り
、
行

財
政
基
盤
の
強
化
、
行
政
の
効

率
化
を
い
っ
そ
う
図
る
と
と
も

に
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
創

意
工
夫
と
抜
本
的
な
改
革
が
必

要
で
す
。

私
は
、
住
民
参
加
の
も
と
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
各
種
施
策
を

自
主
的
、
主
体
的
に
決
定
、
実

行
で
き
る
自
治
体
の
体
制
づ
く

り
や
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
で

あ
り
、
こ
れ
ら
を
実
現
し
て
い

く
た
め
の
有
力
な
選
択
肢
の
一

つ
が
市
町
村
合
併
だ
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

合
併
を
し
な
い
と
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
し
て
い
く
の
は

困
難
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
合
併
は
避
け
て

通
れ
な
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
こ
の
点
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
広
く
皆
さ
ん
と
議

論
を
重
ね
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。
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第3回　　　　（サウーデ）!!!

Nossa
ノッサ

,que
ケ

frio
フィリオ

!（大変寒いですね！）
市役所前の通りの並木も美しく色づき、季節は秋から冬
に向かって慌ただしく駆けて行きます。寒くなってくると
ブラジルの冬を思い出します。赤道から南に25度～30度
に位置する、私の故郷リオ・グランデ・ド・スール州では、
今年の冬（ブラジルの冬は７月～９月）は何度か雪も降り、
気温も氷点下が観測されたそうです。
こちらの寒さの中で、突然周りから「ハックション!!!」
と聞こえてくると、私は思わず「SAÚDE※!!!」と叫んでし
まいます。ブラジルでは、くしゃみをした人に、「健康で
あるように！」と言う習慣があるのです。
季節の変わり目や、寒い日が続くと、風邪をひく人が増
えます。これは、日本でもブラジルでも同じですね。

外国人も加入している国民健康保険
さて、病院で診療を受けるときに皆さんが利用されるも
のに、医療保険制度があります。医療保険制度は、加入者
が保険料を出し合って、病気やけがをしたときに、医療費
の一部をそこから賄う制度です。例えば、国民健康保険に
加入していると、病院にかかっても窓口で支払うのはかか
った医療費全体の３割で、残りは保険から出ます。国民健
康保険には、日本人はもちろんのこと、多くの外国人も加
入しています。彦根市に住むブラジル人もたくさん入って
いて、健康で安心できる生活に役立っています。

ブラジルでは医療費がタダ
ブラジルでは医療と教育については、国がすべての国民
に対して提供する義務があると憲法に定められていて、そ
の費用もすべて国が負担することになっています。ブラジ
ルでは、基本的に医療費は無料なのです。

しかし、国立や公立の病院では受け入れできる入院患者
や通院患者の数が決まっており、この数を越えて患者を受
け入れることはできません。民間の病院にも国の制度を利
用した受け入れ枠があるのですが、その数は少なく、主に
高額の民間の医療保険に加入している人を受け入れていま
す。
このため、医療機関を利用したい人に対して、受け入れ
る側の数が足りず、国の補助制度を利用して医療サービス
を受けようとすると、長い間待たなければなりません。例
え軽い病気であっても、診療を受ける順番を待っているう
ちに重症になってしまったり、癌

がん

などの早期の発見と治療
が大切な病気でも、発見したときには、すでに手遅れにな
っているという例も少なくないのです。
日本でも入院できる患者の数は決まっていて、すぐに入
院できるとは限らないのでしょうが、少なくとも医師に診
てもらうのに何日も待つことはないと思います。

一時帰国したときも使える
日本滞在中のブラジル人の多くは、仕事に熱中していて
健康管理ができていません。ところが、制度についての理
解が足りないせいか、国民健康保険の加入の届出ができて
いないこともあるようです。保険料の額は、加入者の前年
度の所得に応じて公平に決められていることや、病気やけ
がをしたときに互いに助け合うための制度であることなど
を、日本に住む外国人にも理解してもらう必要があります。
また、すでに加入している人は、ブラジルに一時帰国した
ときに受けた医療についても保険の適用を受けることがで
きて、たいへん便利だと評価しています。
いつ病気になるかは、だれにも分かりません。彦根に住
む外国人の皆さん、日々の健康に気を付けることと同じよ
うに、もしもの時の備えをするようにしましょう。
MUITA

ムイタ

SAÙDE
サウーデ

PARA
パラ

TODOS
トードス

！（皆さんが元気で
ありますように！）
（彦根市国際交流員

田尾ロザーネ）

※SAÙDE
サ ウ ー デ

…健康。ほかに「乾
杯！」の意味もあります。

私たちを取り巻く社会には、さまざまな矛盾や不合理
と、そこから生まれる差別が存在します。彦根市では、
地域や職場などで差別をなくす取り組みを進め、「人を人
として尊ぶ明るく住みよいまち彦根」を実現するるため
のつどいを開催します。
つどいでは、「同和問題」「女性問題」「高齢者問題」の
各分野の現状について報告を聞き、今後の取り組みにつ
いて、参加者もいっしょに考えます。対象者は市内在住、

もしくは在勤の人。女性だけでなく男性の参加も歓迎し
ます。
日　時 1 1月23日㈰ 13：40～16：30
場　所 ひこね燦

さん

ぱれす
テーマ 「みんなで考え、話し合い、始めよう」
託　児 無料。11月14日㈮までに予約してください。
託児の予約・問い合わせ先 女性のつどい事務局（ 教
育委員会人権教育課内）☎24-7971、FAX23-9190



人
権
ク
イ
ズ

次
の
５
つ
の
文
字
を
並
び
替
え

て
、
１
つ
の
こ
と
ば
を
作
り
、
人
権

に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

ヒ
ン
ト

気
の
つ
く
こ
と
。
人
に
対

し
て
忘
れ
て
は
い
け
な
い
気
持
ち

応
募
の
方
法

は
が
き
に
ク
イ
ズ
の

答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
名
前
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
12
月
10
日

㈬
（
消
印
有
効
）
ま
で
に
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら

抽
選
で
２
０
０
人
に
記
念
品
を
贈

り
ま
す
。
当
選
者
の
発
表
は
発
送

に
代
え
ま
す
。

応
募
先

大
津
地
方
法
務
局
彦
根
支

局
「
人
権
ク
イ
ズ
」
係
（
〒
５
２

２-

０
０
５
４
西
今
町
58-

３
）
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人
権
週
間
は
、
家
庭
や
職
場
で
、

学
校
で
、
地
域
で
、
家
族
、
友
達
、

み
ん
な
と
人
権
を
考
え
る
１
週
間
で

す
。
部
落
差
別
、
男
女
差
別
、
外
国

人
差
別
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
や
偏

見
を
な
く
し
、
み
ん
な
が
明
る
く
暮

ら
せ
る
社
会
を
つ
く
り
た
い
も
の
で

す
。
そ
の
た
め
に
は
、
わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、
人
権
に
つ
い
て
正

し
く
理
解
し
、
周
り
の
人
の
人
権
を

尊
重
す
る
意
識
を
持
つ
こ
と
が
と
て

も
大
切
で
す
。
今
一
度
、
身
近
な
こ

と
か
ら
人
権
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

人
権
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
を
希

望
す
る
人
は
、
人
権
擁
護
委
員
（
左

下
欄
参
照
）、
大
津
地
方
法
務
局
彦

根
支
局
（
☎
◯　22　
０
２
９
１
）、

人

権
政
策
課
（
左
欄
参
照
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
い
じ
め
、
体

罰
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る

差
別
問
題
や
、
家
庭
内
、
隣
近
所
で

の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。

「
第
55
回
人
権
週
間
」
強
調
事
項

人
権
が
不
当
に
侵
害
さ
れ
、
社
会

的
弱
者
の
立
場
を
強
い
ら
れ
る
人
た

ち
が
い
ま
だ
に
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
、
そ
う
し
た
問
題
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

﹁
人
権
週
間
﹂
と
は
？

国
際
連
合
は
、
昭
和
23
年
︵
１
９

４
８
︶
第
３
回
総
会
で
、
世
界
人
権

宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、

同
25
年
︵
１
９
５
０
︶
第
５
回
総
会

に
お
い
て
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択

さ
れ
た
12
月
10
日
を
﹁
人
権
デ
ー
﹂

と
定
め
、
す
べ
て
の
加
盟
国
に
こ
れ

を
記
念
す
る
行
事
を
毎
年
実
施
す
る

よ
う
に
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
法
務

省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た

翌
年
の
同
24
年
か
ら
、
毎
年
12
月
10

日
の
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す
る
１

週
間
を
﹁
人
権
週
間
﹂
と
定
め
、
人

権
尊
重
思
想
の
普
及
と
高
揚
の
た
め

の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

※臨時の収集については、早めにお申し込みくだ
さい。（臨時の収集は、原則として毎週火・金
曜日に実施します。）

※収集の状況によって、収集日は３日程度前後す
ることがありますが、ご了承ください。

12月前半

１日(月)、８日(月)

日・曜日

３日㈬

４日㈭

２日㈫

５日㈮

６日㈯

９日㈫

1 1日㈭

10日㈬

太 平 団 地
東 山 会 館
湖 上 平 団 地 中 央 部
葛 籠 町 公 民 館
高 宮 地 域 文 化 セ ン タ ー
Ｂ Ｓ ア パ ー ト ２ 号 棟

宮 田 町 山 田 神 社
Ｊ Ａ 鳥 居 本 支 店
鳥 居 本 高 根 団 地
小 野 こ ま ち 会 館

清 崎 町 ば ん ば
川 瀬 馬 場 町 Ｊ Ａ 本 店 前
河 瀬 地 区 公 民 館
多 景 保 育 園 横
長 曽 根 町
彦 根 ニ ュ ー タ ウ ン 中 央 部
楡 公 民 館
昭 和 ア ル ミ 茂 賀 ハ イ ツ
広 　 野 　 会 　 館

農 協 福 満 種 子 セ ン タ ー
滋 賀 観 光 バ ス 彦 根 営 業 所
オ ー ミ 緑 化 造 園

鳥 居 本 地 区 公 民 館
小泉町百貨卸センター駐車場（東側）
東 沼 波 町 秋 葉 神 社
旭 森 地 区 公 民 館

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：２０
１４：１０
１５：００
１３：３０
１４：２０
１５：１０

１３：２０
１４：１０
１５：００

１１：００
１３：２０
１４：１０
１５：００

駐　　　　　車　　　　　場 時　間

巡回日程【12月前半】

※駐車場での駐車時間は、30～40分間です。

図書館やたちばな号の利用は無料です。

図書館休館日
12月前半

松原一丁目、松原二丁目、安清、外、野田山、正法寺、地蔵、平田
（大沢）、西今（松田団地）

原（原町西団地）、西沼波（東部）、和田、外、里根、戸賀、小泉、本
町一丁目、本町二丁目、本町三丁目

山之脇、芹川、幸、大藪、馬場一丁目、馬場二丁目、長曽根、中央
（第１・４部）、銀座、芹橋一丁目（河原二丁目の一部を含む）、芹橋
二丁目

幸、開出今蔵の町団地、八坂東団地、芹川、城町一丁目、城町二丁
目、栄町一丁目、栄町二丁目、池州、中藪一丁目、中藪二丁目、中
藪、西今（松田団地を除く）、開出今団地（第３部）、八坂北、三津

開出今蔵の町団地、八坂東団地、後三条（下）、長曽根南、平田（大
沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、三津屋、海瀬、肥田（西
肥田）

開出今団地（第１部）、後三条（下）、中央（第２・３部）、立花、金亀、
尾末、平田（大沢を除く）、西今（松田団地を除く）、宇尾、野瀬、須
越、肥田（西肥田）

後三条（下）、佐和、大東、旭、船、立花、京町三丁目、平田（大沢
を除く）、野瀬、開出今、須越、出路、田原、金沢（金沢団地）

佐和、立花、後三条（上）、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、
錦（第１部）、橋向、開出今、竹ヶ鼻、須越、上稲葉、下稲葉、本
庄、普光寺、薩摩、田附、新海、金沢（林・中下）

新、大橋、芹中、京町一丁目、京町二丁目、京町三丁目、後三条
（上）、甘呂、竹ヶ鼻、八坂、南三ツ谷、甲崎、上岡部、下岡部、柳
川、上西川、下西川、稲部（稲部）

１日㈪

２日㈫

３日㈬

４日㈭

５日㈮

８日㈪

９日㈫

１０日㈬

１１日㈭

育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識

第55回人権週間　12月４日～10日

人権尊重と部落解放をめざす
県民のつどい
人権尊重と部落解放をめざして、県民の学習
と活動の輪を広め、連帯を深め合います。
日時 12月７日㈰ 9：50～15：00
場所 文化産業交流会館（米原町）

■午前の部
意見発表「男と女が、共に生きる社会」につい
て思うこと　岡村知恵子さん（蒲生郡蒲生町）
記念講演「笑いと人権」講師　池乃めだかさん
■午後の部 イベントあ・ら・か・る・と

▼手作りコーナー（革製キーホルダー）
▼大和太鼓「夢幻」
▼人権問題啓発ビデオ「走れ！夢を乗せて」上映
■その他 人権パネル展、物産展
問い合わせ先 人権政策課☎22-1411（内
線351）、FAX22-1398

★
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う

★
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

★
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

★
障
害
の
あ
る
人
の
社
会
へ
の
完
全

参
加
と
平
等
を
実
現
し
よ
う

★
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

★
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

★
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

★
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ

う
★
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

★
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

★
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
を
止
め
よ
う

★
同
性
愛
者
な
ど
性
的
少
数
者
に
対

す
る
差
別
を
な
く
そ
う

人権に関わる相談は

人権擁護委員へ
人権に関する問題で、相談する相手がなく
て困ったという経験はありませんか。
人権擁護委員が相談に応じます。いじめ、

体罰、部落差別をはじめ、あらゆる差別問題、
家庭内や隣近所での問題などの相談も受け付
けています。
市内の人権擁護委員は、次の皆さんです。

（10月１日現在、敬称略）

※相談は無料で、秘密は守られます。気軽に
ご相談ください。
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募　集
彦
根
市
男
女
共
同

参
画
セ
ミ
ナ
ー
（
第
２
・
３
回
）

■第２回■講座　
11
月
19
日
㈬

講
演
「
向
老
学
」
で
ス
テ
キ
に
変
身

〜
老
い
を
楽
し
む
方
法
〜

講
師
　
ウ
ィ
ズ
　
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

高
橋
ま
す
み
さ
ん

■第３回■講座　
12
月
４
日
㈭

講
演

思
春
期
外
来
の
現
場
か
ら

〜
10
代
の
性
、
県
下
の
現
実
〜

講
師
　
思
春
期
保
健
相
談
員

太
田
恵
美
子
さ
ん

〈
時
間
〉午
後
１
時
30
分
〜
同
３
時

〈
場
所
〉男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
（
平
田
町
・
旧
働
く
婦
人
の
家
）

〈
対
象
〉市
内
に
在
住
・
在
勤
の
人
。

性
別
は
問
い
ま
せ
ん
〈
定
員
〉各
回

50
人
（
先
着
順
）
〈
受
講
料
〉無
料

〈
申
込
方
法
・
問
い
合
わ
せ
先
〉は
が

き
に
住
所
、
名
前
、
電
話
番
号
と

「
彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
」

と
書
い
て

男
女
参
画
課
（
〒
５
２

２-

８
５
０
１
）
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
３
６
１
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８

番
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
の
申
し
込
み
も
で
き
ま
す
。

E
-m

ail：
danjo@

m
a.city.hikone.

shiga.jp

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

育
児
の
援
助
を
受
け
た
い
、

依
頼
会
員
を
募
集
し
ま
す

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン

タ
ー
は
、
子
育
て
や
介
護
と
仕
事
の

両
立
で
困
っ
た
り
、
少
し
援
助
が
必

要
に
な
っ
た
り
し
た
と
き
に
支
援
す

る
も
の
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、
援
助

を
必
要
と
す
る
依
頼
会
員
と
、
援
助

を
行
う
提
供
会
員
と
の
調
整
を
し
ま

す
。セ

ン
タ
ー
で
は
、
高
齢
者
の
介
護

に
つ
い
て
、
援
助
を
受
け
た
い
依
頼

会
員
を
募
集
し
ま
す
。

ま
た
、
育
児
の
援
助
を
受
け
た
い

依
頼
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

受
付
開
始
日

11
月
17
日
㈪

申
込
方
法

登
録
申
請
書
（
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
に
あ

り
ま
す
）に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
写
真
と

申
し
込
む
人
の
印
鑑
を
持
っ
て
、

火
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始

を
除
く
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
土
曜
日
は
正
午
ま
で
）
に
同
セ

ン
タ
ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー

（

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

ウ
ィ
ズ
内
）
☎
◯　24　
３
９
２
０
番

（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

彦
根
市
キ
ッ
ズ
（
小
学
生
）

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
教
室

〈
対
象
〉市
内
・
多
賀
町
在
住
の
小
学

１
〜
６
年
生
〈
練
習
日
時
〉11
月
29

日
㈯
・
12
月
６
日
㈯
・
同
20
日
㈯
・

平
成
16
年
１
月
18
日
㈰
・
同
25
日

㈰
・
２
月
８
日
㈰
・
同
15
日
㈰
・
同

22
日
㈰
の
午
前
９
時
30
分
〜
同
11
時

30
分
〈
場
所
〉ブ
リ
ヂ
ス
ト
ン
体
育

館
（
高
宮
町
）〈
申
込
方
法
・
問
い
合

わ
せ
先
〉電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で
名
前
、

学
年
、
連
絡
先
を
彦
根
市
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
協
会
（
前
川
方
）
☎
◯　22　
１
０
６

５
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）
へ

彦
根
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
　
ウ
ィ
ズ

短

期

講

座

〈
講
座
名
、
日
時
、
定
員
〉
表
の
通

り
〈
受
講
料
〉
７
０
０
円
〈
そ
の

他
〉託
児
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す

（
０
〜
12
歳
）。
申
込
受
付
は
、
定
員

に
な
り
し
だ
い
締
め
切
り
ま
す
〈
申

込
・
問
い
合
わ
せ
先
〉
男
女
共
同

参
画
セ
ン
タ
ー
　
ウ
ィ
ズ
☎
◯　24　
３
５

２
９
番
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
共
用
）

平成16年度　市立幼稚園入園希望者
対象児
３歳児＝平成12年４月２日から同13年４月１
日までに生まれた幼児
４歳児＝平成11年４月２日から同12年４月１
日までに生まれた幼児
募集人員
３歳児　彦根幼稚園（本町一丁目）⇨20人

（池州分園を除く）
平田幼稚園（平田町）⇨20人
城北幼稚園（松原町）⇨20人
城陽幼稚園（日夏町）⇨20人

４歳児　彦根幼稚園（本町一丁目）⇨70人
彦根幼稚園池州分園（池州町）⇨35人
高宮幼稚園（高宮町）⇨70人
平田幼稚園（平田町）⇨105人
稲枝東幼稚園（稲部町）⇨35人
旭森幼稚園（東沼波町）⇨70人
城北幼稚園（松原町）⇨70人
金城幼稚園（大藪町）⇨105人
佐和山幼稚園（芹川町）⇨70人
城陽幼稚園（日夏町）⇨70人

応募資格 本人および保護者が市内に居住し
ていること（平成16年４月１日までに市内
に居住することが確実な場合を含む）
入園申込書のお渡し
期間 11月17日㈪～12月5日㈮の

9：00～16：00
（土・日曜日は除く）

場所 入園を希望する幼稚園または 教育委
員会学校教育課（市民会館２階）

入園申込書の受付
期間 12月１日㈪～同５日㈮の

13：00～16：00
場所 入園を希望する幼稚園
※連絡用封筒（保護者の住所、氏名を書いて、
80円切手をはったもの）を必ず持ってきて
ください。
問い合わせ先 教育委員会学校教育課

☎24-7971、FAX23-9190

※ゑびす講期間中、路線バスは始発から最終便まで本町
経由で運行されます。
問い合わせ先 彦根商店街連盟事務局☎22-7303

ゑびす講本部☎22-0466

錦秋の玄宮園
ライトアップ
（夜間特別公開）

期　間 11月15日㈯～30日㈰
18：00～21：00
（入場は20：30まで）

会　場 彦根城内玄宮園
入場料 大人　500円

小中学生　200円
玄宮園は、江戸時代初期を代表
する「池

ち

泉
せん

回遊式庭園」を現代に
伝える名園で、中国唐時代の玄宗皇帝の離宮をなぞらえてい
るものです。秋色に染まる夜の玄宮園は、昼とはまた別の表
情を見せ、池に映る紅葉はすばらしい眺めです。
なお、期間中玄宮園内の鳳

ほう

翔
しょう

台
だい

において、お茶席が行わ
れます（お菓子付きで500円）。
問い合わせ先 ㈳彦根観光協会　☎23-0001
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健康管理だより

原は
ら

田だ

郁い
く

海み

ち
ゃ
ん

︵
宇
尾
町
︶

上う
え

野の

真ま

唯い

ち
ゃ
ん

︵
平
田
町
︶

上う
え

西に
し

莉り

純ず
み

ち
ゃ
ん

︵
東
沼
波
町
︶

◆
恐
ろ
し
い
合
併
症

冷
た
い
北
風
が
吹
く
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
活
躍

す
る
シ
ー
ズ
ン
が
、
も
う
そ
こ
ま
で
来
て

い
ま
す
。寒
く
て
空
気
の
乾
燥
す
る
１
月
、

２
月
は
、
彼
ら
が
一
番
活
躍
す
る
と
き
な

の
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
か
か
っ
て
し
ま

う
と
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
症
状
が
現
れ
ま

す
。
突
然
39
℃
以
上
の
熱
が
出
て
、
ひ
ど

い
せ
き
や
た
ん
、
の
ど
や
頭
の
痛
み
に
お

そ
わ
れ
ま
す
。
そ
の
う
え
、
お
腹
の
痛
み
、

下
痢
な
ど
の
胃
腸
症
状
が
現
れ
た
り
、
お

年
寄
り
が
肺
炎
を
起
こ
し
た
り
、
小
さ
い

子
ど
も
が
熱
性
け
い
れ
ん
や
意
識
障
害
な

ど
の
重
い
神
経
症
状
を
起
こ
し
た
り
な
ど

の
、
合
併
症
を
伴
う
こ
と
が
多
い
の
が
特

徴
で
す
。
お
年
寄
り
や
子
ど
も
の
場
合
に

は
、
こ
う
し
た
症
状
か
ら
、
亡
く
な
ら
れ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
の
第
一
は
、
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
で
す
。
ワ
ク
チ
ン

を
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
前
に
注
射

す
る
と
、
体
の
中
に
ウ
ィ
ル
ス
に
対
抗
す

る
「
抗
体
」
が
で
き
て
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
に
か
か
り
に
く
く
な
り
、
ま
た
、
か
か

っ
て
も
症
状
が
重
く
な
ら
な
い
よ
う
に
な

り
し
ま
す
。
子
ど
も
の
場
合
は
、
１
〜
４

週
の
間
を
空
け
て
、
２
回
の
注
射
（
接
種
）

が
必
要
で
す
。
大
人
で
は
、
１
回
の
接
種

で
じ
ゅ
う
ぶ
ん
効
果
が
あ
る
こ
と
が
分
か

っ
て
き
ま
し
た
。
11
月
、
12
月
の
う
ち
に

接
種
を
受
け
て
、
１
月
、
２
月
の
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
流
行
の
ピ
ー
ク
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

予
防
の
第
二
は
、
外
出
し
た
後
の
う
が

い
と
手
洗
い
を
毎
日
す
る
こ
と
と
、
人
ご

み
の
中
を
出
歩
か
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

で
す
。
そ
し
て
、
不
規
則
な
生
活
を
慎
み
、

食
事
を
き
ち
ん
と
と
っ
て
、
体
調
を
整
え

て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

も
し
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
て

し
ま
っ
た
ら
、
医
師
の
診
察
を
受
け
て
、

症
状
に
合
わ
せ
た
治
療
を
受
け
ま
し
ょ

う
。
例
え
ば
、
せ
き
止
め
薬
、
解
熱
剤
、

肺
炎
に
対
す
る
抗
生
物
質
、
下
痢
止
め
な

ど
を
処
方
し
て
も
ら
っ
た
り
、
下
痢
に
対

す
る
点
滴
を
し
て
も
ら
っ
た
り
し
て
く
だ

さ
い
。

備
え
あ
れ
ば
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ん

か
怖
く
な
い
！

▼
次
回
の
テ
ー
マ
は

﹁︵
仮
称
︶
健
康
ひ
こ
ね
21
計
画
﹂

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
小
さ
な
小
さ
な

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス

原
因
と
な
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
は
と
て
も
小
さ
く
、
１
０
０
ナ
ノ
ｍ

（
10
億
分
の
１
ｍ
）
ほ
ど
で
、
電
子
顕
微

鏡
で
し
か
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
最

近
で
は
、
こ
の
ウ
ィ
ル
ス
を
、
た
ん
や
鼻

汁
か
ら
つ
か
ま
え
て
（
分
離
し
て
）
診
断

す
る
こ
と
で
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
の
研
究
が
進
み
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
治

療
の
、
よ
り
有
効
な
方
針
を
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◆
何
よ
り
も
予
防
が
肝
心

と
は
い
え
、
と
き
に
は
思
わ
ぬ
重
症
に

陥
る
こ
と
も
あ
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
す

か
ら
、
か
か
ら
な
い
の
が
一
番
で
す
。

彦根市は、高齢化が進むなかで、市民すべて
が地域で連帯し、支え合う、健康長寿で生きが
いを持てるまちづくりを目指して、「彦根市民支
え愛大学講座」を開催しています。第７回は公開
講座で、無料でどなたでも聴講できます。

第７回講座『痴呆の理解と地域の支え合い』

講師 永田久美子さん（高齢者痴呆介護研究・
研修東京センター主任研究主幹）

日時 12月５日㈮ 13：30～15：30
場所 南地区公民館（甘呂町）
問い合わせ先 彦根市民支え愛大学運営委員会

事務局（ 介護福祉課内）☎23-9660
FAX26-1768

ご
協
力
く
だ
さ
い

住
宅
需
要
実
態
調
査

国
土
交
通
省
と
滋
賀
県
は
、
住
宅
に
対
す
る
い
ろ
い

ろ
な
需
要
の
実
態
を
把
握
す
る
た
め
、
12
月
１
日
を
基

準
日
と
し
て
「
住
宅
需
要
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
の
対
象
と
な
っ
た
世
帯
に
は
、
11
月
下
旬
か
ら

調
査
員
が
伺
い
ま
す
の
で
、
調
査
票
の
記
入
や
回
収
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

対
象

無
作
為
抽
出
さ
れ
た
市
内
の
約
６
０
０
世
帯

問
い
合
わ
せ
先

建
築
住
宅
課
☎
◯　22　
１
４
１
１
番
内

線
１
０
９
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３
９
８
番

「
彦
根
市
民
支
え
愛
大
学
」

公
開
講
座

情報
掲示板
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表
紙
の
こ
と
ば

表紙では、「住みたい 住み続けたいま
ち」彦根の表情を写真で紹介しています。
写真をお持ちでない場合は、 情報政策
課広報係で撮影します。☎22-1411（内
線431）へ気軽に連絡してください。

田
義
男
さ
ん
︵
日
夏
町
︶

八
丁
目
南
北
通
り
は
、
旧
芹
橋
八
丁
目

（
現
在
の
芹
橋
一
丁
目
と
二
丁
目
の
境
）

か
ら
、
稲
部
町
に
か
け
て
市
内
を
貫
く
道

で
す
。
今
は
車
が
多
く
行
き
交
う
こ
の
道

も
、
20
年
ほ
ど
前
は
ま
だ
未
舗
装
で
、
車

一
台
が
通
れ
る
程
度
の
細
い
道
で
し
た
。

日
夏
町
の
私
の
住
む
辺
り
は
、
八
丁
目

南
北
通
り
沿
い
に
位
置
し
、
現
在
は
た
く

さ
ん
の
住
宅
が
建
ち
並
ん
で
い
ま
す
。
し

か
し
、
か
つ
て
は
一
面
に
田
ん
ぼ
が
広
が

り
、
南
中
学
の
辺
り
か
ら
、
河
瀬
駅
や
亀

山
小
学
校
ま
で
が
見
渡
せ
ま
し
た
。

現
在
、
自
治
会
の
高
齢
者
が
集
ま
る
太

陽
ク
ラ
ブ
で
は
、
年
に
３
〜
４
回
、
道
路

脇
の
草
刈
り
や
掃
除
を
し
て
い
ま
す
。
最

近
で
は
、
空
き
缶
な
ど
の
ご
み
が
多
く
落

ち
て
い
る
の
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
仲
間
と

掃
除
し
な
が
ら
、
こ
の
通
り
と
、
ま
ち
の

移
り
変
わ
り
を
こ
れ
か
ら
も
眺
め
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

彦
根
市
で
は
、こ
こ
数
年
収
入
が
激
減
し
、

年
々
支
出
を
切
り
つ
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
状
況
で
す
。
そ
の
な
か
で
、
住
民
サ

ー
ビ
ス
を
維
持
・
向
上
さ
せ
て
い
く
に
は
、

常
に
事
業
（
市
の
仕
事
）
の
見
直
し
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
が

着
実
に
効
果
を
あ
げ
て
い
る
か
、
見
極
め
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
を
行
う
と
き
の

助
け
に
な
る
の
が
、
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ

ム
で
す
。
彦
根
市
で
は
、
平
成
11
年
度
か
ら

導
入
し
て
い
ま
す
。

◆
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
と
は

市
の
事
業
は
、
計
画
⇩
実
施
⇩
評
価
⇩

計
画
⋯
と
い
う
循
環
す
る
流
れ
で
行
わ
れ

て
い
き
ま
す
。
事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
で

は
、
現
状
や
問
題
点
、
事
業
を
行
う
目
的
や
、

事
業
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
、
取
り
組
み
の
成
果
を
、

「
事
務
事
業
評
価
表
」
に
し
て
整
理
し
ま
す
。

ま
た
、
成
果
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
数
値

で
指
標
を
設
定
し
、
ど
の
程
度
の
成
果
が
得

ら
れ
た
か
を
測
り
ま
す
。こ
う
す
る
こ
と
で
、

公
表
し
て
い
ま
す
。

評
価
表
は
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
（
市
役

所
１
階
）、
支
所
・
各
出
張
所
に
備
え
て
い

る
ほ
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.hikone.shiga.jp/

）
で
も
見
ら
れ

ま
す
。

◆
ご
意
見
・
ご
提
言
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す

よ
り
効
果
的
、
効
率
的
な
市
政
を
実
現
す

る
た
め
に
、
評
価
表
の
充
実
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。
評
価
表
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
提
言
な

ど
は
、
12
月
末
ま
で
に
、
情
報
公
開
コ
ー
ナ

ー(

市
役
所
１
階)

、
支
所
・
各
出
張
所
に
備

え
付
け
た
用
紙
に
記
入
し
、
意
見
箱
に
投
函

す
る
か
、
彦
根
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
事
務
事

業
評
価
コ
ー
ナ
ー
の
専
用
フ
ォ
ー
ム
（
意
見

書
き
込
み
欄
）
に
書
き
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

企
画
課
☎
◯　22　
１
４
１

１
番
内
線
４
１
６
番
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
◯　22　
１
３

９
８
番
（
な
お
、
評
価
表
に
書
か
れ
た

事
業
内
容
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ
は
、

各
担
当
課
ま
で
お
願
い
し
ま
す
）

今月の納税

固定資産税（第３期）
12月１日㈪までに納めましょう。

公表された評価表

一
つ
ひ
と
つ
の
事
業
の
内
容
や
進
め
方
、
必

要
性
な
ど
が
、
だ
れ
に
も
明
ら
か
に
な
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

◆
事
務
事
業
評
価
表
の
公
表
に
つ
い
て

事
務
事
業
評
価
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、

各
地
方
自
治
体
で
様
々
な
取
り
組
み
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
評
価
表
の
様
式
や
指
標

の
決
め
方
な
ど
に
つ
い
て
確
立
さ
れ
た
も
の

は
あ
り
ま
せ
ん
。
導
入
し
て
い
る
自
治
体
で

も
、常
に
改
良
を
加
え
て
い
る
の
が
現
状
で
、

本
市
で
も
シ
ス
テ
ム
を
よ
り
良
く
す
る
た
め

に
、
見
直
し
を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。昨

年
度
は
、
一
部
の
歳
出
事
業
に
つ
い
て

評
価
表
を
公
表
し
ま
し
た
が
、
今
年
度
は
、

さ
ら
に
公
表
す
る
事
業
を
増
や
す
と
と
も

に
、
歳
入
の
評
価
表
を
新
た
に
加
え
、
市
の

主
な
取
り
組
み
内
容
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
公
表
し
、

意
見
を
聞
く
こ
と
で
、
シ
ス
テ
ム
を
改
善
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
今
回
公
表
し
た
事
務
事
業
は

平
成
14
年
度
彦
根
市
総
合
発
展
計
画
実
施

計
画
に
掲
げ
た
１
７
０
事
業
の
う
ち
、
市
民

生
活
に
関
わ
る
事
業
を
中
心
に
、
１
１
０
事

業
を
選
ん
で
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
市
が

料
金
を
決
定
す
る
使
用
料
や
手
数
料
な
ど
に

つ
い
て
も
、
11
の
主
な
使
用
料
等
に
つ
い
て

八丁目南北通りに立つ 田さん




